
教育出版 高校音楽Ⅰ Music View（音Ⅰ 308） 

年間指導計画・評価規準例 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教科の目標（講座のねらい） 

・中学校における音楽学習を踏まえ，様々な音楽教材に触れることや幅広い音楽活動を体験することを通 

して，生涯にわたって音楽を愛好していこうとする気持ちや態度をはぐくむ。 

・音楽を形づくっている要素やその働きによる特質や雰囲気などを知覚・感受して，創造的に表現したり 

鑑賞したりする能力を伸ばす。 

・日本及び世界の様々な音楽に触れ，楽曲そのものだけでなく，その背景となる文化や歴史についても理

解を深め，広い視野で音楽を捉えられるようにする。 

 

２ 育てたい生徒像 

「音楽Ⅰ」では，生涯にわたって音楽に親しんでいくための基盤となる力を育てたい。そのために第一

は，主体的に音楽にかかわろうとする態度を育て，音楽を多様な観点から楽しむ方法を身に付けさせたい。

授業内の時間だけでなく，家庭学習の時間も活用して調査研究やレポート作成などの課題も適切に取り入

れていく。また，教材や活動を教師の側から示すだけでなく，生徒自らの発想で学習活動を展開する工夫

を行う。第二には，世界の様々な音楽に親しませ，広い音楽的視野を身に付けさせたい。生徒が日頃慣れ

親しんでいる音楽以外のもののよさやおもしろさに気づかせるとともに，音楽の背景にある文化や社会と

のかかわりにも目を向けさせ，それらの価値について理解を深めるよう指導していく。 

  

３ 授業の内容と学習方法 

(1)日本や世界の伝統音楽からポピュラー音楽までを幅広く体験し，声や楽器による多様な音楽表現があ

ることを知り，曲種に応じた発声の特徴や様々な楽器の音色や奏法の特徴を理解する。 

(2)音楽を形づくっている要素やその働きが楽曲の特徴にどのような役割を果たしているかを，創作や鑑

賞の活動を通して理解する。 

(3)言語の特性と詩や曲に込められた作者のメッセージを感じ取りながら，様々な言語による歌唱表現や

鑑賞の活動を行う。 

(4)音楽が文学や絵画などの諸芸術と結びつきながらどのように発展してきたかを視覚的に捉えながら学

習する。 

(5)日本の伝統音楽や世界の各地域の諸民族の音楽の形成過程を歴史や地域の文化的背景から探る。 

(6)和楽器やギターの基礎的な奏法を身に付けるとともに，声や楽器，身体表現を用いた様々なアンサン

ブルに取り組む。 

 

芸術科 ｢音楽Ⅰ｣ 

 

シラバス 

単位数 ２単位 担当者  

学科・学年・学級 科第 学年  組 

使用教科書・副教材等 高校音楽Ⅰ Music View 



Music ViewⅠ　年間指導計画・評価規準例 A

表現／鑑賞 鑑賞

音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力 ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ （１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８）

オリエンテーション
―音楽の授業を楽しく学
ぶために―

親しみやすいJ-POPを，二重唱や
二部合唱で楽しみながら高校の音
楽学習への意欲を養う。また，高校
生として音楽を学ぶにあたって，音
楽を様々な視点から捉えることに
ついて考える。

歌唱

○校歌
○世界に一つだけの花
○花鳥風月
○風が吹いている
◆口絵①～②

○ ○ ○
二重唱やクラス全体での合唱に関心をも
ち，その特徴を生かして歌うことに主体
的に取り組もうとしている。

旋律，テクスチュア，強弱を知覚し，それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気など
を感受しながら，二重唱やクラス全体で
の合唱による歌唱の特徴を生かした音
楽表現を工夫し，どのように歌うか表現
意図をもっている。

二重唱やクラス全体での合唱の特徴を
生かした音楽表現をするために必要な
発声，姿勢や身体の使い方，読譜の仕
方などを身に付け，創造的に表してい
る。

（○） ○ ○ ○

豊かな歌声をめざして
―ア・カペラにチャレンジ
―

発声のエチュードに取り組み，豊か
な響きのある歌声の基礎となる技
能を身に付ける。また，ア・カペラの
合唱で声を響かせ，協力し合いな
がらアンサンブル活動を楽しむ。

歌唱

〇豊かな歌声のためのエクササイズ
○蛍の光
○平和を我らに
○Happy birthday to you
〇見上げてごらん夜の星を

○ 〇 ○

豊かな響きのある歌声の基礎となる技
能を身に付けることや協力し合いながら
アンサンブル活動をすることに関心をも
ち，ア・カペラの合唱に主体的に取り組も
うとしている。

音色，テクスチュア，強弱を知覚し，それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気など
を感受しながら，ア・カペラによる歌唱の
特徴を生かした音楽表現を工夫し，どの
ように歌うか表現意図をもっている。

ア・カペラによる歌唱の特徴を生かした
音楽表現をするために必要な呼吸法，発
声などの技能を身に付け，創造的に表し
ている。

〇 ○ ○

音楽の要素と働き１
―リズムと音階の働きが
生み出す魅力―

リズムや音階の働きを理解し，そ
れらの変化によって生み出される
音楽の表情や雰囲気の違いを感
受する。

創作

◆音楽を形づくっている要素の例
〇メリーさんのひつじ
◇『メリーさんのひつじ』で変奏曲をつくろう！
◎きらきら星変奏曲
◆Ex.1リズム
◆Ex.2音階
○（□）スカボロー・フェア
◇音階から音楽をつくろう！
◆楽典（音符と休符，拍子，音階や旋法）

○ ○ ○ ○ ○ ○

音楽を形づくっている要素のうち，リズム
や音階などの働きに関心をもち，イメー
ジをもって変奏や音楽をつくることに主体
的に取り組もうとしている。

リズムや音階などを知覚し，それらの働
きを感受しながら，音階を選んで旋律を
つくり，その旋律に副次的な旋律や和音
などを付けたり，要素の働きを変化させ
て変奏をしたりして，表現したい音楽をイ
メージして音楽表現を工夫し，どのように
音楽をつくるか表現意図をもっている。

音階を選んで旋律をつくり，その旋律に
副次的な旋律や和音などを付けたり，要
素の働きを変化させて変奏をしたりする
ために必要な音の組み合わせ方や記譜
の仕方を身に付け，創造的に表してい
る。

○ ○ ○ ○ 〇

言葉と音楽１
―日本語の歌と英語の
歌―

日本語と英語の言葉の特性に関心
をもち，アクセントや子音・母音の
扱い，語感の違いなどを生かして
表情豊かに歌う。

歌唱

◆教科書記載の各曲の解説と表現上のポイント
○この道，故郷，さとうきび畑
○Smile，Yesterday，Imagine，The Sound of
Silence
◆Rhyme（韻）を楽しもう！

○ ○ ○ ○

日本語や英語の言葉の特性（アクセント
や子音・母音の扱い，語感の違いなど），
曲想と歌詞の内容や楽曲の背景とのか
かわりに関心をもち，イメージをもって歌
うことに主体的に取り組もうとしている。

リズム，速度，旋律，強弱を知覚し，それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気など
を感受しながら，日本語や英語の言葉の
特性，曲想と歌詞の内容や楽曲の背景
とのかかわりを感じ取り，音楽表現を工
夫し，どのように歌うか表現意図をもって
いる。

日本語や英語の言葉の特性，曲想と歌
詞の内容や楽曲の背景のかかわりを感
じ取り，イメージをもって音楽表現をする
ために必要な発声，言葉の発音を身に
付け，創造的に表している。

○ ○ 〇

イタリア語やドイツ語の言葉の特性，曲
想と歌詞の内容，楽曲の背景とのかか
わりに関心をもち，イメージをもって歌う
ことに主体的に取り組もうとしている。
（歌唱）

歌曲『ます』の歌詞の内容，旋律，伴奏
の効果と曲想とのかかわりに関心をも
ち，鑑賞することに主体的に取り組もうと
している。（鑑賞）

声や楽器の音色の特徴と表現上の効果
とのかかわり，楽曲の文化的・歴史的背
景や作曲者及び演奏者による表現の特
徴などに関心をもち，鑑賞することに主
体的に取り組もうとしている。（鑑賞）

曲想と歌詞の内容や楽曲の背景とのか
かわりに関心をもち，イメージをもって歌
うことに主体的に取り組もうとしている。
（歌唱）

7
１学期の音楽学習のまと
め

１学期の音楽学習のまとめとして
歌唱の実技試験を行い，学習内容
の定着度を確認する。また，これま
での音楽学習を振り返って自己の
課題を確認し，２学期以降の取り組
みを考える。

歌唱

○１学期に学習した歌唱教材
◆学習のまとめのワークシート
◆夏休み中の課題：「自分の好きな音楽」の紹介
文，任意の楽曲を聴いての批評文

(○) (○) (○) (○) (○) (○) (○)

曲想と歌詞の内容や楽曲の背景とのか
かわり，曲種に応じた発声の特徴，二部
合唱による歌唱の特徴，日本語・英語・
イタリア語・ドイツ語の言葉の特性などに
関心をもち，表現を工夫して歌うことに主
体的に取り組もうとしている。

音楽を形づくっている要素を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを感受しながら，曲想を歌詞の内容や
楽曲の背景とかかわらせて感じ取った
り，曲種に応じた発声の特徴や二部合唱
による歌唱の特徴，日本語・英語・イタリ
ア語・ドイツ語の言葉の特性を生かした
りして音楽表現を工夫し，どのように歌う
か表現意図をもっている。

曲想を歌詞の内容や楽曲の背景，日本
語や英語の言葉の特性とかかわらせて
感じ取り，曲種に応じた発声の特徴，二
部合唱による歌唱の特徴，日本語・英
語・イタリア語・ドイツ語の言葉の特性を
生かした音楽表現をするために必要な
発声，言葉の発音，呼吸法，姿勢や身体
の使い方，読譜の仕方などを身に付け，
創造的に表している。

○ ○ ○ ○

音楽の秋，芸術の秋に
向けて

季節の雰囲気に合わせた歌を，二
部合唱または二重唱で楽しみなが
ら，２学期の音楽学習への意欲を
養う。また，夏季休業中に作成した
紹介文・批評文を発表し合い，音楽
を言葉で表すことについて考える。

歌唱
◆夏休み中の課題：「自分の好きな音楽」の紹介
文，任意の楽曲を聴いての批評文
○少年時代
○涙そうそう

○ ○ ○

曲想と歌詞の内容や楽曲の背景とのか
かわり，二部合唱による響きの特徴に関
心をもち，イメージをもって歌うことに主
体的に取り組もうとしている。

旋律，テクスチュア，強弱を知覚し，それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気など
を感受しながら，曲想を歌詞の内容や楽
曲の背景とかかわらせて感じ取り，二部
合唱による歌唱の特徴を生かした音楽
表現を工夫し，どのように歌うか表現意
図をもっている。

曲想を歌詞の内容や楽曲の背景とかか
わらせて感じ取り，二部合唱による歌唱
の特徴を生かし，イメージをもって音楽表
現をするために必要な歌唱の技能を身
に付け，創造的に表している。

○ ○ ○ (○)

アンサンブルの楽しみ
―リコーダーかギターを
選択して―

リコーダーまたはギターのどちらか
を選択し，技能の習熟度に応じた
音楽表現を工夫してアンサンブル
活動の楽しさを味わう。

器楽

[リコーダー選択者]
□ペツォールトのメヌエット，パッヘルベルのカノ
ン，アニメ・メドレー
◆リコーダー運指表
[ギター選択者]
◆Start Up! Playing the Guitar
□夢の中へ，カノンによるギター・エチュード，ソナ
タK.331によるギター二重奏，茶色の小びん，「第
三の男」のテーマ
◆コードネーム
◆ギター＆キーボード・コード表
[共通]
『冬』から，ノルウェーの森
◆西洋音楽　楽曲のいろいろ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

リコーダーとギターの音色や奏法の特徴
とそれぞれのアンサンブルに関心をも
ち，それらを生かして演奏することに主
体的に取り組もうとしている。

音楽を形づくっている要素を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを感受しながら，リコーダーとギターの
音色や奏法の特徴，それぞれのアンサ
ンブルの特徴を生かした音楽表現を工
夫し，どのように演奏するか表現意図を
もっている。

リコーダーとギターの音色や奏法の特徴
とそれぞれのアンサンブルの特徴を生か
した音楽表現をするために必要な技能を
身に付け，創造的に表している。

○ ○ ○ ○

曲想と歌詞が表す情景や心情，楽曲の
背景，フランス語の言葉の特性とのかか
わりに関心をもち，イメージをもって歌う
ことに主体的に取り組もうとしている。
（歌唱）

歌曲『月の光』の歌詞の内容，旋律，伴
奏の効果と曲想とのかかわりに関心をも
ち，鑑賞することに主体的に取り組もうと
している。（鑑賞）

10

○ ○ ○

学習指導要領

〇

内容の取り扱い

○○

鑑賞
表現

器楽 創作

○

○○

○

○

○

循環コードに合わせて旋律や対旋律を
つくるために必要な音の組み合わせ方
や記譜の仕方を身に付け，創造的に表
している。

曲想を歌詞の内容や楽曲の背景とかか
わらせて感じ取り，イメージをもって音楽
表現をするために必要な発声，読譜の仕
方などを身に付け，創造的に表してい
る。

○

評価規準例

速度，旋律，強弱などを知覚し，それら
の働きが生み出す特質や雰囲気などを
感受しながら，曲想と歌詞が表す情景や
心情，楽曲の背景，フランス語の言葉の
特性とかかわらせて感じ取り，音楽表現
を工夫し，どのように歌うか表現意図を
もっている。

曲想を歌詞の内容や楽曲の背景，フラン
ス語の言葉の特性とかかわらせて感じ
取り，イメージをもって音楽表現をするた
めに必要な発声，言葉の発音，呼吸法，
読譜の仕方を身に付け，創造的に表して
いる。

二つの歌曲『月の光』の速度，旋律，和
声，強弱を知覚し，それらの働きが生み
出す特質や雰囲気などを感受しながら，
二人の作曲者による表現の特徴を理解
して，楽曲を解釈したり，自分にとっての
楽曲の価値を考えたりして，よさや美しさ
を創造的に味わって聴いている。

歌唱表現

○

イタリア語やドイツ語の言葉の特性，曲
想と歌詞の内容や楽曲の背景とのかか
わりを感じ取り，イメージをもって音楽表
現をするために必要な発声，言葉の発音
を身に付け，創造的に表している。

○

旋律，テクスチュアを知覚し，それらの働
きが生み出す特質や雰囲気などを感受
しながら，曲想を歌詞の内容や楽曲の背
景とかかわらせて感じ取り，音楽表現を
工夫し，どのように歌うか表現意図をもっ
ている。

楽曲のリズム，速度，旋律，強弱を知覚
し，それらの働きが生み出す特質や雰囲
気などを感受しながら，イタリア語やドイ
ツ語の言葉の特性，曲想と歌詞の内容
や楽曲の背景とのかかわりを感じ取り，
音楽表現を工夫し，どのように歌うか表
現意図をもっている。

音楽を形づくっている要素を知覚し，そ
れらの働きを感受しながら，声や楽器の
音色の特徴と表現上の効果とのかかわ
りを感じ取ったり，楽曲の文化的・歴史的
背景や，作曲者及び演奏者による表現
の特徴を理解して，楽曲や演奏を解釈し
たり，自分にとっての楽曲や演奏の価値
を考えたりして，よさや美しさを創造的に
味わって聴いている。

歌曲『ます』のリズム，速度，旋律，強弱
を知覚し，それらの働きが生み出す特質
や雰囲気などを感受しながら，楽曲の文
化的・歴史的背景や，作曲者及び演奏
者による表現の特徴を理解して，楽曲や
演奏を解釈したり，自分にとっての楽曲
や演奏の価値を考えたりして，よさや美
しさを創造的に味わって聴いている。

○

テクスチュアの働きやその変化がもたら
す音楽の表情や雰囲気の違いに関心を
もち，循環コードに合わせて旋律をつくる
ことや対旋律をつくることに主体的に取り
組もうとしている。

○

○

テクスチュアの働きが生み出す特質や雰
囲気などを感受しながら，循環コードに
合わせて旋律をつくったり，対旋律をつ
くったりし，表現したい音楽をイメージして
音楽表現を工夫し，どのように音楽をつ
くるかについて表現意図をもっている。

○

音楽を形づくっている要素

速度 旋律 形式

テク
ス

チュ
ア

音色
リズ
ム

題材名・単元名
学習
の領
域

学習のねらい

教材
○歌唱教材　　◇諸要素，創作教材　□器楽教材

　◆知識理解教材　◎鑑賞教材
（自作教材を含む）

イタリア語やドイツ語の言葉の特性
に関心をもち，アクセントや子音・
母音の扱い，語感の違いなどを生
かして表情豊かに歌う。

強弱 構成

○

○

夏休みの課題レポートの事前学習
として，資料の調べ方や紹介文，
解説文の書き方を知り，音楽を文
章や言葉で伝える工夫をする。

◆イタリア語入門
○Caro mio ben
○'O sole mio
◆ドイツ語入門
○野ばら（シューベルト），野ばら（ヴェルナー），
シューベルトの子守歌
◎歌曲『ます』op.32

◆フランス語入門　○詩人の魂
◆フランス歌曲の世界
◎歌曲『月の光』op.46-2
◎歌曲『月の光』≪艶なる宴第1曲集≫

テクスチュアの働きを理解し，その
変化がもたらす音楽の表情や雰囲
気の違いを感受する。また，和音
や和声の働きを理解してイメージを
もって音楽をつくる。

音楽の要素と働き２
―テクスチュアが織りな
す音の文様―

言葉と音楽２
―イタリア語とドイツ語
の歌曲に挑戦―

歌唱
(鑑賞)

紹介文にチャレンジ
―音楽のよさを言葉で
伝えてみよう―

学
期

月

4

1
学
期

9

２
学
期

6

5

○

歌唱
(鑑賞)

○

鑑賞
(歌唱)

◆心に残った楽曲をみんなに紹介しよう！
◎各自のお気に入りの曲
○岬めぐり

創作 ○

◆Ex.3テクスチュア
□ボレロ
◆和音,和声
◇循環コードで音楽をつくろう！
◆楽典（和音の特徴）
◆西洋音楽　楽曲のいろいろ

○

言葉と音楽３
―フランス語の歌曲に挑
戦―

フランス語の発音や言葉の特性に
関心をもち，これまで学習した様々
な言語と比較しながら表情豊かに
歌う。

○ ○○○

○ ○

○ ○ ○○ ○

○



Music ViewⅠ　年間指導計画・評価規準例 A

表現／鑑賞 鑑賞

音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力 ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ （１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８）

学習指導要領

内容の取り扱い鑑賞
表現

器楽 創作

評価規準例

歌唱表現

音楽を形づくっている要素

速度 旋律 形式

テク
ス

チュ
ア

音色
リズ
ム

題材名・単元名
学習
の領
域

学習のねらい

教材
○歌唱教材　　◇諸要素，創作教材　□器楽教材

　◆知識理解教材　◎鑑賞教材
（自作教材を含む）

強弱 構成

学
期

月

曲想と歌詞の言葉の意味，歌詞の成立
の背景，楽曲の背景とのかかわりに関
心をもち，イメージをもって歌うことに主
体的に取り組もうとしている。（歌唱）

『レクイエム』の歌詞の成立の背景，楽曲
の文化的・歴史的背景，作曲者による表
現の特徴に関心をもち，鑑賞することに
主体的に取り組もうとしている。（鑑賞）

曲想と物語とのかかわり，映像作品にお
ける音楽の役割や効果に関心をもち，イ
メージをもって演奏することに主体的に
取り組もうとしている。（器楽）

楽曲の速度，旋律，テクスチュア，強弱，
構成などを知覚し，それらの働きが生み
出す特質や雰囲気などを感受しながら，
曲想と物語とのかかわりや映像作品に
おける音楽の役割や効果を感じ取り，音
楽表現を工夫し，どのように演奏するか
表現意図をもっている。（器楽）

 曲想と物語とのかかわりや映像作品に
おける音楽の役割や効果を感じ取り，イ
メージをもって音楽表現をするために必
要な器楽の技能を身に付け，創造的に
表している。（器楽）

物語と音楽のかかわり２
―和と洋の比較―

物語と音楽のかかわりを，日本と
西洋の舞台芸術を比較することか
ら捉え，物語の進行における音楽
の役割や効果を理解する。

鑑賞

◆ニーベルングの指環
◎ヴァルキューレの騎行
◆西洋音楽史
◆平家物語と日本の音楽
○義太夫節『平家女護島』から
◆舞台のいろいろ
◆日本音楽史
◎雅楽（舞楽）『蘭陵王』◎長唄『京鹿子娘道成
寺』 ◎箏曲『千鳥の曲』◎尺八曲琴古流尺八本曲
『巣鶴鈴慕』◎尺八と琵琶のための『エクリプス』

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本と西洋の舞台芸術における声や楽
器の音色の特徴と表現上の効果とのか
かわり，楽曲の文化的・歴史的背景の比
較，日本の伝統音楽の種類とそれぞれ
の特徴などに関心をもち，鑑賞すること
に主体的に取り組もうとしている。

音楽を形づくっている要素を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを感受しながら，日本と西洋の舞台芸
術における声や楽器の音色の特徴と表
現上の効果とのかかわりを感じ取ってい
る。楽曲の文化的・歴史的背景の比較，
日本の伝統音楽の種類とそれぞれの特
徴などを理解して，楽曲や演奏を解釈し
たり，それらの価値を考えたりして，音楽
に対する理解を深め，よさや美しさを創
造的に味わって聴いている。

○ ○ ○ ○ ○ ○

音楽と絵画のかかわりや文化的・歴史的
背景，作曲者による表現の特徴に関心
をもち，鑑賞することに主体的に取り組も
うとしている。（鑑賞）

音楽と絵画，曲想と楽曲の文化的・歴史
的背景とのかかわりに関心をもち，イ
メージをもって演奏することに主体的に
取り組もうとしている。（器楽）

和楽器の音色や奏法の特徴，諸民族の
楽器と日本の楽器に関心をもち，それら
を生かしてイメージをもって演奏すること
に主体的に取り組もうとしている。（器楽）

音色，リズム，旋律などを知覚し，それら
の働きが生み出す特質や雰囲気などを
感受しながら，和楽器や諸民族の楽器
の音色や奏法の特徴を生かして音楽表
現を工夫し，どのように演奏するか表現
意図をもっている。

和楽器の音色や奏法の特徴を生かした
り，諸民族の楽器の音色や奏法の特徴
を生かした音楽表現をするために必要な
器楽の技能を身に付け，創造的に表して
いる。

○ ○

10

○

○

○

○

○ ○

○

○

○ ○

○

世界の様々な楽器の音色の特徴と表現
上の効果とのかかわりや，和楽器との共
通点や相違点に関心をもち，鑑賞するこ
とに主体的に取り組もうとしている。（鑑
賞）

音楽を特徴付けている要素を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを感受しながら，曲想を絵画や楽曲の
文化的・歴史的背景とかかわらせて感じ
取り，音楽表現を工夫し，どのように演
奏するか表現意図をもっている。

世界の様々な楽器の音色や奏法の特徴
を知覚し，その働きが生み出す特質や雰
囲気を感受しながら，楽器の音色と表現
上の効果とのかかわりや，和楽器との共
通点や相違点，文化的・歴史的背景を理
解して，楽曲や演奏を解釈したり，それら
の価値を考えたりして，音楽に対する理
解を深め，よさや美しさを創造的に味
わって聴いている。

音色，リズム，構成などを知覚し，それら
の働きが生み出す特質や雰囲気などを
感受しながら，音素材の特徴を生かし
て，反復・変化・対照などの構成を考え，
表現したい音楽をイメージして音楽表現
を工夫し，どのように音楽をつくるか表現
意図をもっている。

音素材の特徴，反復・変化・対照などの
構成を工夫した音楽表現をするために必
要な音の組み合わせ方や記譜の仕方を
身に付け，創造的に表している。

音楽を特徴付けている要素を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを感受しながら，音楽作品と絵画のか
かわり，文化的・歴史的背景，作曲者に
よる表現の特徴を理解して，楽曲や演奏
を解釈したり，それらの価値を考えたりし
て，音楽に対する理解を深め，よさや美
しさを創造的に味わって聴いている。

曲想を絵画や楽曲の文化的・歴史的背
景とかかわらせて感じ取り，イメージを
もって音楽表現をするために必要な器楽
の技能を身に付け，創造的に表してい
る。

音楽を形づくっている要素を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを感受しながら，曲想を歌詞の内容や
楽曲の背景とかかわらせて感じ取った
り，言葉の特性を生かしたりして音楽表
現を工夫し，どのように歌うか表現意図
をもっている。（歌唱）
音楽を形づくっている要素を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを感受しながら，リコーダーとギターの
音色や奏法の特徴，様々な表現形態に
よる器楽の特徴を生かした音楽表現を
工夫し，どのように演奏するか表現意図
をもっている。（器楽）

曲想を歌詞の内容や楽曲の背景，言葉
の特性とかかわらせて感じ取り，イメージ
をもって音楽表現をするために必要な発
声，言葉の発音などを身に付け，創造的
に表している。（歌唱）
リコーダーとギターの音色や奏法の特
徴，様々な表現形態による器楽の特徴
を生かした音楽表現をするために必要な
基礎的な奏法を身に付け，創造的に表し
ている。（器楽）

○

○ ○

○

楽曲の音色，リズム，速度，旋律，テクス
チュア，強弱，構成を知覚し，それらの働
きが生み出す特質や雰囲気などを感受
しながら，映像作品における音楽の役割
や効果を感じ取ったり，楽曲の文化的・
歴史的背景，作曲者による表現の特徴
を理解したりして，楽曲や演奏を解釈し
たり，それらの価値を考えたりして，音楽
に対する理解を深め，よさや美しさを創
造的に味わって聴いている。

○

○

○

○

○ ○

曲想と物語とのかかわりや映像作品に
おける音楽の役割や効果を感じ取り，イ
メージをもって音楽表現をするために必
要な発声，言葉の発音などを身に付け，
創造的に表している。（歌唱）

○

○○

曲想を歌詞の内容や楽曲の背景とかか
わらせて感じ取り，イメージをもって音楽
表現をするために必要な発声，言葉の発
音を身に付け，創造的に表している。

二つの『レクイエム』の速度，旋律，テク
スチュアなどを知覚し，それらの働きが
生み出す特質や雰囲気などを感受しな
がら，楽曲の文化的・歴史的背景や，二
人の作曲者による表現の特徴を理解し
て，楽曲を解釈したり，自分にとっての楽
曲の価値を考えたりして，よさや美しさを
創造的に味わって聴いている。

○

曲想と物語とのかかわり，映像作品にお
ける音楽の役割や効果に関心をもち，イ
メージをもって歌うことに主体的に取り組
もうとしている。（歌唱）
映像作品における音楽の役割や効果，
楽曲の文化的・歴史的背景，作曲者によ
る表現の特徴に関心をもち，鑑賞するこ
とに主体的に取り組もうとしている。（鑑
賞）

楽曲の速度，旋律，テクスチュア，強弱，
構成などを知覚し，それらの働きが生み
出す特質や雰囲気などを感受しながら，
曲想と物語とのかかわりや映像作品に
おける音楽の役割や効果を感じ取り，音
楽表現を工夫し，どのように歌うか表現
意図をもっている。（歌唱）

『レクイエム』の速度，旋律，テクスチュア
などを知覚し，それらの働きが生み出す
特質や雰囲気などを感受しながら，曲想
を歌詞の言葉の意味，歌詞の成立の背
景，楽曲の背景とかかわらせて感じ取
り，音楽表現を工夫し，どのように歌うか
表現意図をもっている。

○

◆レクイエムの世界　○Libera me
◎フォーレ『レクイエム』
（◎モーツァルト『レクイエム』）
◆作曲家年表
◆音楽史と史実

○ ○ ○

○

創作

音楽と絵画が互いにどのように影
響し合って発展してきたかに目を向
けながら音楽活動を行うとともに，
西洋音楽史全体の流れにおける音
楽と諸芸術のかかわりを考える。

鑑賞
(器楽)

◆ルネサンスからバロックへ
□『Missa pro Defunctis』から「Kyrie」
□管弦楽組曲第2番から『ポロネーズ』
◆ロマン派の芸術家が愛した風景
◎序曲『フィンガルの洞窟』
◆印象主義と音楽
◎管弦楽のための三つの交響的素描『海』
◆表現主義から抽象へ
◎『月に憑かれたピエロ』
◆西洋音楽史
◆楽器音域表
◆オーケストラの配置例
◆作曲家年表
◆音楽史と史実

◆Ex.4形式，構成
◆構成を考えながら，音素材を選んで音楽をつく
ろう！
◆いろいろな形式

１，２学期の総合課題として形式や
構成を考えながら，音素材を選ん
でグループで音楽をつくる。

物語と音楽のかかわり１
―映像における音楽の
効果―

音楽の要素と働き３
―音素材を選んで音楽
をつくろう―

絵画と音楽のかかわり

物語と音楽のかかわりを，映像作
品における音楽の役割や効果から
理解し，音楽と他の文化が互いに
どのように影響し合って発展してき
たかを考える。

２学期のまとめ

２学期の音楽学習のまとめとして
器楽アンサンブルと創作作品の発
表，独唱のテストを行い，学習内容
の定着度を確認する。また，学習を
振り返って個々に学習課題を確認
し，３学期以降の取り組みを考え
る。

言葉と音楽４（まとめ）
―二つのレクイエム―

2

２
学
期

２
学
期

３
学
期

1

12

11

○ ○

◆ロメオとジュリエット／◆ウエスト・サイド物語
○Tonight
◆サウンド・オブ・ミュージック
○My favorite things
◆ゴジラ
□ゴジラ―メインタイトル―
◆2001年宇宙の旅
◎ツァラトゥストラはかく語りき ◎レクイエム ◎美
しく青きドナウ ◎『ガヤネー』から「アダージョ」 ◎
アトモスフェール

歌唱
(鑑賞)

○
歌唱
鑑賞
(器楽)

○

○

歌唱
器楽

◆学習のまとめのワークシート
○□２学期に学習した楽曲

○

(○) (○) (○)

言葉と音楽の学習のまとめとしてラ
テン語で書かれたレクイエムにつ
いて学習し，様々な作曲家によるレ
クイエムの魅力を考える。

○ ○

○

○

○○

○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○ ○

(○) (○) (○) (○) (○)

音素材の特徴，反復・変化・対照などの
構成に関心をもち，イメージをもって音楽
をつくることに主体的に取り組もうとして
いる。

○ ○○

曲想と歌詞の内容や楽曲の背景とのか
かわり，言葉の特性などに関心をもち，
イメージをもって歌うことに主体的に取り
組もうとしている。（歌唱）
リコーダーとギターの音色や奏法の特
徴，様々な表現形態による器楽の特徴
に関心をもち，それらを生かして演奏す
ることに主体的に取り組もうとしている。
(器楽)

○
世界の音楽１
―和楽器の音と世界の
楽器の音―

各自が選択した和楽器の表現活動
を通して日本の楽器の奏法を学
び，音色や奏法の特徴を感じ取る
とともに，諸民族の楽器と日本の楽
器との比較を通して音楽文化の共
通点，相違点を理解する。

器楽
(鑑賞)

◆日本の楽器相関図
◆箏を弾こう，三味線を弾こう，篠笛を吹こう，和太
鼓の響き
□さくらさくら，ひらいたひらいた
◆世界の楽器図鑑
◆楽器の伝播
□フィオラッスィウの舞踊曲
◎世界の音楽めぐり（楽器）
中部ジャワのガムラン，サンバ，メヘテルハーネの
音楽
□ジェッディン・デデン
□『動動』による小アンサンブル
◎6人の打楽器奏者のための「ケチャ」
◆口絵③～④

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○
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表現／鑑賞 鑑賞

音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力 ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ （１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８）

学習指導要領

内容の取り扱い鑑賞
表現

器楽 創作

評価規準例

歌唱表現

音楽を形づくっている要素

速度 旋律 形式

テク
ス

チュ
ア

音色
リズ
ム

題材名・単元名
学習
の領
域

学習のねらい

教材
○歌唱教材　　◇諸要素，創作教材　□器楽教材

　◆知識理解教材　◎鑑賞教材
（自作教材を含む）

強弱 構成

学
期

月

世界の音楽２
―諸民族の声の音楽と
日本の声の音楽―

世界の諸民族の様々な声の音楽
から音楽表現の多様性を捉えると
ともに，諸民族の声の音楽と日本
の民謡を比較して音楽文化の共通
点，相違点を理解する。

歌唱
鑑賞

◎世界の音楽めぐり（声）
ケチャ，パンソリ，カッワーリー，グリオの語りと音
楽
○まつりか
○アリラン
○プリアタン村『ケチャ』のリズムと旋律
◆日本の民謡と芸能
○ソーラン節，会津磐梯山
◆民謡を歌ってみよう！

○ ○ ○ ○

中国・朝鮮半島・日本の民謡の歌い方の
特徴，曲想と歌詞の内容や文化的・歴史
的背景とのかかわりに関心をもち，それ
らを生かして歌うことに主体的に取り組も
うとしている。（歌唱）
世界の諸民族の様々な声の音楽の特徴
と表現上の効果とのかかわり，文化的・
歴史的背景による表現上の特徴に関心
をもち，鑑賞することに主体的に取り組も
うとしている。（鑑賞）

声の音色，リズム，旋律などを知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを感受しながら，各国の民謡と日本の
民謡の歌い方の共通点や相違点を感じ
取り，音楽表現を工夫し，どのように歌う
か表現意図をもっている。

中国・朝鮮半島・日本の民謡の歌い方の
特徴を生かした音楽表現をするために必
要な発声を身に付け，創造的に表してい
る。（歌唱）

世界の諸民族の様々な声の音楽の特徴
を知覚し，それらの働きが生み出す特質
や雰囲気を感受しながら，各民謡の歌い
方と表現上の効果とのかかわりや文化
的・歴史的背景による表現上の特徴を理
解して，楽曲や演奏を解釈したり，それら
の価値を考えたりして，音楽に対する理
解を深め，よさや美しさを創造的に味
わって聴いている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

世界の音楽３
―ポピュラー音楽のルー
ツ―

ポピュラー音楽の歴史的背景や系
譜を辿りながら，日本や諸民族の
音楽と比較するとともに，今日の日
本の音楽文化と生活や社会とのか
かわりを音楽の歴史的な流れから
捉える。

歌唱

◆ポピュラー音楽のルーツ
○綿摘みの歌
○誰も知らない私の悩み
○Amazing grace
○Oh happy day
○夢のカリフォルニア
◆コンピュータを活用しよう！
◆口絵⑤～⑥

○ ○ ○ ○ ○

様々なポピュラー音楽の歌い方の特徴，
曲想と歌詞の内容や楽曲の背景とのか
かわりに関心をもち，歌うことに主体的に
取り組もうとしている。

声の音色，歌い方の特徴などを知覚し，
それらの働きが生み出す特質や雰囲気
などを感受しながら，曲想を歌詞の内容
や楽曲の背景とかかわらせて感じ取った
り，様々なポピュラー音楽の歌い方の特
徴を生かしたりして音楽表現を工夫し，
どのように歌うか表現意図をもっている。

様々なポピュラー音楽の歌い方の特徴
を生かした音楽表現をすることや曲想を
歌詞の内容や楽曲の背景とかかわらせ
て感じ取り，イメージをもって音楽表現を
するために必要な発声を身に付け，創造
的に表している。

○ ○ ○ ○

3
音楽会を開こう―音楽Ⅰ
のまとめとして―

１年間の学習のまとめとして音楽
会を実施する。それぞれ選択した
表現方法と表現形態で独唱，独
奏，小アンサンブルなどで音楽表
現を工夫したり，クラス全体での合
唱やバンド・アンサンブルをしたりし
ながら，音楽活動の喜びや楽しさを
味わう。

歌唱
器楽
創作
鑑賞

○1年間で取り扱った歌唱教材
□1年間で取り扱った器楽教材
◇それぞれがつくった創作作品

(○) (○) (○) (○) (○) (○) (○) (○)

各自が選択した楽曲を様々な表現形態
で音楽表現を工夫して歌ったり，演奏し
たりすることに主体的に取り組もうとして
いる。（歌唱，器楽）
声や楽器の音色の特徴と表現上の効果
とのかかわり，それぞれが選んだ楽曲の
特徴，クラスメートの音楽表現の特徴な
どに関心をもち，鑑賞することに主体的
に取り組もうとしている。（鑑賞）

各自が選択した楽曲の音楽を形づくって
いる要素を知覚し，それらの働きが生み
出す特質や雰囲気などを感受しながら，
様々な表現形態による歌唱や器楽の特
徴を生かした音楽表現を工夫し，どのよ
うに歌うか，演奏するか表現意図をもっ
ている。

様々な表現形態による歌唱，器楽，創作
の特徴を生かした音楽表現をするために
必要な技能を身に付け，創造的に表して
いる。

音楽を形づくっている要素を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを感受しながら，声や楽器の音色の特
徴と表現上の効果とのかかわりを感じ
取ったり，それぞれが選んだ楽曲の特徴
やクラスメートの音楽表現の特徴などを
理解して，楽曲や演奏を解釈したり，そ
れらの価値を考えたりして，音楽に対す
る理解を深め，よさや美しさを創造的に
味わって聴いている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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